















































































































































































































































漏 extAi. **■*■* t'tbiTtW い■,くない
さらに「製作をしていく上で苦労したか」について, 
「とてもしたj rややしたj rどちらでもないj rあまり 
しない」［全くしない」の5段階评価で辱ねた<,その結 
果.図4に示すとおりrとてもした」52%と過举数以上 
の者がとても苦労を感じており,「ややした」42%を含 
めると、92%と太半■の者はなんら力'«苦労を感じていたく, 
しかし、•方で「あまりしないj『どちらでもないJと 
回答した者もおり,この回答者は個別データでみると 
髙校の時に比較的多くの作品を仕Hfていた者であっ 
た〇そのため卨校からの学習が短期大学で復習となっ 
ているため,长経験者より苦労は感じなかったのであ
以上から、今まであまり実習経験がないことが、こ 
の苦労と結びつき、その結果、_作品を仕上げた時 
は、その気持ちが逹成感として昇華され、この達成感 
の評価が卨くなったのではないかと思われる。
、trtし?= ややth とちらでtない»■まくuない
的 iocn
国4苦労の度台い
3,6学習した錢いの理解度について
「ファッション造形実習IJの最初の_として学 
習した基礎的な縫い方について、1平問経過した今、ど 
の程度理解しているかを_己採点として評価してもら 
った。その結果が図5である。何回も寓習中に出てく 
るものはr一人でもわかるjであるが、1.2回程度し 
力使わない方は,一人で出来るものは少なぐ 大 
羊は本を兑るか,人に縫い方のヒントを3われて思い 
出す結果となった.
本来なら,この時点でどの学生も一人でわかるが一 
番1aましい結果であるが,そのようになっていない現 
状を改善するため;こは、後期のift初や乍ばに実技確認 
をするなどで、マスターした技術を常にフイードバッ 
クさせ、紀憶に定荇させることが必要であると思われ 
る。
• 一人でt•わかる 本是みれぱわかる■霣われ.ればわかる>■よくわからない
3. 71:位段_目へのW修衔望率とその実際
受旗前調査でファッション造形実習丨の後、ファ 
ッション造形実習nを呀修したいか」を聞いたところ, 
r柚修を考えている」く±71.〇*. r质修を考えていない」 
は3.2%、「まだわからないJは25.8%の結果であった。 
その後、実際に［ファッション造形実習njを據修 
した者は80.热で、このうち,最初からw修を考えて実 
際魄修した者は58.1%,时修を考えていない、またはま 
だわからないとしながら、結果的に城修した者は22.6%
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であった。城修するかわからないとしても、受搆した 
授業での体験や白信から積極的に取り紐もうと考えて 
いる者.または资格取得への意欲からSiいだされる必 
要性等で、最初は苦手意識のある学生も、授卷での成 
功体験や科Hの必要性を認識させていくことにより, 
閲心を十分持たせられる能性があることが佝える。
だだ、逆に希窒していても結局履修しなかった学生 
も12.9Wり、この学生たちは1:記の成功休験が見いだ 
せなかったように思われる。このような学生が一人で 
G少なくなるよう、の進度の中での逢成感を感じ 
させる方法、例えば、毎回、逮成したことを棍觉化す 
るなど、今後より検討していきたい。
さらに,このrファッションi査形実習ujを柚修し 
た有(2S名)のうち,2年次の「ファッション造形実習 
IIIJの「靱修を考えているJとした者は88. 〇%であった, 
実際の埘修の有無は新牢度にならないとわからないが, 
少なくとも意厳の上では、rファッション造形実習|j 
の時にrファッション造形実習II jの收修希错が71.〇% 
であったことと比較すると、学習経験の深さと期問の 
良さが、明確に次の段階に向かせる原動力になって 
いると思われる。
4.まとめ
本稿は、短期大学の波服の造形突習の铁礎段階にお 
いて,学生のそれまでの7:習経験の実態と短期大学で 
学んだことよって感じた満足度などや,技術の理解度 
について調夜した。その結果、中学生時に製作したも 
のは「エプロン』や「カバン」、高校生時では「ズボン• 
パンツJ「スカートJとある一方で、簡易な披服や尹芸 
といったものも多く、全般に极われた種類は多搭であ 
り,中には実習の経験が無い者もいる,
短期大学で1年問実習を学んだ学生の逹成感、満足 
感、充激Sは、いずれも80-90%を示し、特に達成泌に 
関しては、苦労して取り組んだという总織と大きく関 
わっていると思われる。ただし、技術の现解度につい 
ては、部分縫いを例にとると、関わる回数の少ないも 
のは,記憶に定着しているとはaい難い。これは常に 
フィードパックさせる方法をとることが必要である。 
以上から、披服造形実習の炼礎段階においては,中 
等教育の復習および学習していない学屯の対処を兼ね、 
中等教抒でなされていたと思われる,醐部分を導入学 
習とし,その後は。常にフィードバックのシステム, 
故行して、課題製作過程の節H毎に违成感を味わえる 
教育方法の検必要だと考える。
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対象と思われます。本論文は、まず幅広い見地から学生 
の短期大学入学的の猪耍忐から起こし,短期大学人学後 
の腿,展開、総合と肽修段階での役割.カリキュラム 
嘴成要本として研究対染に本授業を定め認激すると共 
に、資格取得のための実学であると定義して両義を満た 
すよう研究冃標を定めています。特に,今回の考察は. 
凋在対象の学生意識を統計の中でとらえ、技術理解,苦 
労の度介い,逢成感等の間係を追求し「常に理解のフィ 
ールドバックjが可能な方法をメカニズムの中から確克 
しようとするtので、変化す6卞生意娥の形態を捉える 
ことのW難を超え、その経純のなかにこそ学習の動機が 
あろと定め、結果、跌取な研究ftk果を得たと思われます。 
(担当：正治)
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